
コンピューターが非常に大きな数や、逆に非常に小さな小数を扱うために使われるのが**「浮動
小数点（ふどうしょうすてん）表記」**です。 

一言でいうと、数値をm × 10^n（または m × 2^n）のような「掛け算の形」で表現する方法です。 

1. 浮動小数点の基本的な仕組み 
私たちが日常使う「123.45」という書き方は、小数点の位置が固定されているため「固定小数点」
と呼ばれます。一方、浮動小数点では以下のように要素を分けて管理します。 

●​ 符号 (Sign): プラスかマイナスか。 
●​ 仮数 (Mantissa): 有効数字の部分（例：1.2345）。 
●​ 指数 (Exponent): 小数点をどこまで動かすか（例：$10^2$）。 

例えば、123.45 を浮動小数点っぽく書くと $1.2345 \times 10^2$ になります。位（指数）を調整
することで、小数点が「ぷかぷか浮く」ように移動できるのが名前の由来です。 

 

2. コンピューターでの表現 (IEEE 754) 
コンピューターの内部では、すべての数字を 0 と 1 で扱います。現在、最も一般的な規格は 
IEEE 754 です。 

代表的な形式 

形式 ビット数 内訳 (符号 / 指数 / 仮数) 特徴 

単精度 32 bit 1 bit / 8 bit / 23 bit 一般的な計算用（float型） 

倍精度 64 bit 1 bit / 11 bit / 52 bit より精密な計算用（double型） 

 

3. なぜ浮動小数点を使うのか？ 
●​ メリット: 扱える範囲が圧倒的に広い。 

○​ 銀河の距離のような巨大な数から、ウイルスのサイズのような極小の数まで、同
じ形式で扱えます。 

●​ デメリット: **「誤差」**が生じることがある。 
○​ コンピューターは2進数で計算するため、10進数の「0.1」などを正確に表現でき

ず、計算を繰り返すとわずかなズレ（丸め誤差）が発生します。 

 

4. 注意点：誤差のトラブル 
プログラミングの世界では、浮動小数点の誤差によるバグが有名です。 



例: 0.1 + 0.2 が 0.3 にならず、0.30000000000000004 になったりします。 

そのため、銀行のシステムなど「1円の狂いも許されない計算」には、浮動小数点ではなく、誤差
の出ない特殊なデータ型（Decimal型など）が使われます。 

浮動小数点の計算、特にコンピューター内部で主流の IEEE 754 形式での変換方法はパズルの
ようで面白いですよ。 

例として、10進数の 「-6.75」 を、32ビットの単精度浮動小数点数に変換する手順を解説します。 

 

1. 準備：2進数への変換 
まずは数値を「符号」「整数部」「小数部」に分けます。 

 
 

 

2. 正規化（仮数部の決定） 
仮数部を作るために、小数点の位置をずらして 「1.xxxx」 という形にします。これを正規化と呼び
ます。 

 

 

 



3. 指数部の計算（バイアス法） 
指数部はそのまま 2 を入れるわけではありません。マイナスの指数も扱えるように、**「バイアス
（下駄履き）」**という処理を行います。 

単精度（32bit）の場合、バイアス値は 127 と決まっています。 

 

 

 
4. 最終的なビット列 
これらをガッチャンコさせると、コンピューターの中での「-6.75」が完成します。 

符号 (1bit) 指数部 (8bit) 仮数部 (23bit) 

1 10000001 1011000...000 

[まとめ] 

●​ 仮数部: 先頭の「1.」を無視した残りカス。 
●​ 指数部: 実際の指数に「127」を足して、マイナス値を無理やりプラスの範囲

に押し込めたもの。 

 
なぜバイアス（127）を足すのか？ 
これは、指数部を「ただの正の整数」として扱えるようにすることで、数値の大小比較を高速に行

うための工夫なんです。賢いですよね。 

バイアス（下駄履き）という考え方は、**「マイナスの世界を、プラスの数だけで表現するための魔
法」**だと考えると分かりやすいです。 

なぜそんなことをするのか、具体例で噛み砕いて説明しますね。 

 



1. なぜそのまま記録しないのか？ 
指数部には、巨大な数（プラスの指数）だけでなく、極小の数（マイナスの指数）も入ります。 

●​ $2^{10}$（大きい数） 
●​ $2^{-10}$（小さい数） 

もしそのまま記録しようとすると、指数部の中にもさらに「符号ビット（プラスかマイナスか）」が必

要になり、計算の仕組みが複雑になってしまいます。 

2. 「127」という下駄を履かせる 
そこで、指数部の範囲（0〜255）のちょうど真ん中あたりにある**「127」を基準（0）**として扱うこ
とに決めました。これが「バイアス（下駄）」です。 

実際の指数に一律で 127 を足すことで、すべての指数をプラスの数として管理できるようになり
ます。 

具体的な変換例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように、マイナスの「-10」であっても、指数部のデータとしてはプラスの「117」として保存され
るわけです。 

 



 

 

3. なぜ「127」を足すと嬉しいのか？ 
最大のメリットは、**「数値の大小比較がラクになる」**ことです。 

コンピューターが2つの浮動小数点数を比べるとき、ビット列を左（符号・指数側）から順に見てい
きます。バイアス処理がされていれば、指数部が「ただの正の整数」として並んでいるため、どち

らの数が大きいかを単純な整数比較と同じ回路で高速に判定できるのです。 

もしバイアスがなければ、「えーっと、ここはマイナスだから逆転して…」という余計な判断ステップ
が必要になってしまいます。 

 

まとめ 
●​ バイアス（下駄）: マイナスをなくすためのオフセット値。 
●​ 127: 単精度における「0」の代わり。 
●​ 目的: どんな指数もプラスの数として扱い、比較計算をスピードアップさせるため。 

「わざわざ足して、読み出すときに引く」という手間をかけてでも、ハードウェアの処理をシンプル

にしたかった、というエンジニアの工夫の跡ですね。 
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